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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉
黒
１
、
３
の
好
手

段
で
白
を
無
条
件
に
仕
留
め

ま
す
。

（　

分
で
二
、
三
段
以
上
）

10ざ
し
も
、
彼
女
の
よ
う
な
花

の
香
り
も
、
も
う
忘
れ
て
し

ま
っ
た
／
こ
ん
な
こ
と
は
、

神
様
だ
っ
て
望
ん
で
い
な

い
は
ず
だ
／
８
時
間
は
働

こ
う
、
８
時
間
は
休
む
ん

だ
、
そ
し
て
８
時
間
は
僕
た

ち
の
や
り
た
い
こ
と
の
、
た

め
だ
▼
い
ま
か
ら
約
１
２

０
年
前
、
シ
カ
ゴ
を
中
心
に

い
っ
せ
い
に
ス
ト
ラ
イ
キ

に
た
ち
上
が
り
、
そ
の
中
で

歌
わ
れ
た
「
８
時
間
労
働
の

歌
」
の
一
節
▼
そ
し
て
、
１

８
９
０
年
５
月
１
日
は
世

界
の
労
働
者
が
は
じ
め
て

同
じ
要
求
を
掲
げ
共
同
し

て
た
た
か
っ
た
日
。
日
本

の
メ
ー
デ
ー
も　

回
の
節

８０

目
を
迎
え
る
。
要
求
を
掲

げ
て
と
り
く
む
の
が
、
日
本

の
メ
ー
デ
ー
の
価
値
あ
る

伝
統
で
す
。

た
だ
働
く
だ

け
だ
っ
た
か

ら
、
も
う
疲

れ
て
し
ま
っ

た
／
母
さ
ん

の
よ
う
な
陽

拙速な特別調査にもとづく一時金
の引き下げ勧告は断じて行うな！

　

人
事
院
は
４
月
６
日
、「
緊
急
に
民
間
の
一
時
金
の
支
給
状

況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
、「
臨
時
に
民
間
企
業
に

お
け
る
夏
季
一
時
金
に
関
す
る
特
別
調
査
を
実
施
す
る
」
こ

と
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
政
府
・
与
党
等
の
「
６
月
一
時
金
減
額
」
の
動

き
に
迎
合
す
る
も
の
で
、「
暫
定
勧
告
」
の
危
険
性
は
大
で
す
。

　

国
公
労
連
･
全
国
税
は
こ
う
し
た
動
き
に
断
固
反
対
し
、

職
場
か
ら
緊
急
打
電
や
上
申
運
動
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
署
名

を
展
開
、
４
月　

日
に
は
、
人
事
院
本
院
に
対
す
る
抗
議
行

２８

動
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

国
家
公
務
員
の
年
間
一
時

金
は
昨
年
の
人
勧
で
４
・

５
ヵ
月
と
す
え
置
か
れ
、
６

月
は
２
・　

ヵ
月
が
支
給
さ

１５

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
民
間
大
手
企
業
の
春
闘

結
果
」
を
理
由
に
、
政
府
・

与
党
等
は
こ
れ
を
１
割
カ
ッ

ト
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ボ
ー
ナ
ス
の

基
準
日
で
あ
る
６
月
１
日
ま

で
に
国
会
で
成
立
さ
せ
る
策

動
を
強
め
、
議
員
立
法
に
よ

る
給
与
法
改
正
あ
る
い
は
特

別
措
置
法
制
定
を
強
行
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
き
を
後
押
し
、
加

速
さ
せ
か
ね
な
い
の
が
、
人

事
院
の
「
特
別
調
査
」
で
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
左
表
の

と
お
り
例
年
の
調
査
と
く
ら

べ
、
極
め
て
限
定
的
で
、
概

括
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
す
。

　

ま
た
、
官
民
の
一
時
金
の

比
較
方
法
は
、
前
年
８
月
か

ら
当
年
７
月
ま
で
の
支
給
実

績
を
調
査
す
る
と
い
う
ル
ー

ル
が
定
着
し
て
お
り
、
今
回

は
そ
れ
も
一
方
的
に
無
視
す

る
な
ど
、
労
働
基
本
権
制
約

の
代
償
措
置
機
関
と
し
て
あ

る
ま
じ
き
行
為
で
す
。

　

多
く
の
職
員
は
、
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

２
・　

ヵ
月
分
の
６
月
一
時

１５

金
で
、
住
宅
・
教
育
ロ
ー
ン

返
済
な
ど
の
予
定
を
立
て
て

お
り
、
そ
の
影
響
は
大
で

す
。

　

な
に
よ
り
、
支
給
額
が
少

な
い
青
年
職
員
に
と
っ
て
大

打
撃
と
な
り
ま
す
。

　

民
間
「
後
追
い
」
の
公
務

員
の
一
時
金
を
「
前
倒
し
」

で
削
減
し
よ
う
と
す
る
今
回

の
動
き
に
は
職
員
だ
け
で
な

く
、
そ
の
家
族
か
ら
も
怒
り

の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

5
月
6
日 
北
海
道
・
礼
文
島
、東
京
・
夢
の
島
を
ス
タ
ー
ト全国税　ことしもOBのみなさんと行進します
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「
名
ば
か
り
定
昇
」

　

上
席
の
士
気
上
ら
ず

【
東
海
地
連
】

組
合　
　

歳
以
上
の
上
席

50

の
う
ち
昇
任
し
た
の
は
わ

ず
か
３
％
、
残
さ
れ
た　
97

％
は
職
責
を
果
た
し
て
い

な
い
の
か
。

局
長　

人
事
は
適
正
に

行
っ
て
き
た
と
認
識
…

組
合　

昇
給
し
て
も
給
与

は
増
え
ず
、「
名
ば
か
り
定

期
昇
給
」
で
は
士
気
が
上

が
ら
な
い
。

局
長　
（
繰
り
返
し
）

組
合　

局
長
の
言
う
「
魅

力
あ
る
職
場
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、
上
席
に
は
何
も

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
な
い
。

局
長　
（
繰
り
返
し
）

肩
を
落
と
す
上
席

【
北
海
道
地
連
】

　
「
公
務
員
は
、
多
く
が
一

定
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
相

応
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い

く
も
の
で
す
。
い
つ
ま
で

も
上
席
の
ま
ま
で
い
る

と
、
何
か
や
っ
た
ん
で
な

い
か
、
と
勘
繰
り
を
態
度

に
表
す
人
も
い
て
嫌
な
思

い
を
し
た
」
と
悔
し
さ
を

に
じ
ま
せ
る
上
席
。
自
分

よ
り
若
い
統
括
官
と
飲
ん

で
も
部
門
の
飲
み
会
は

「
面
白
く
な
い
」
と
言
う
上

席
。「
ま
た
上
席
だ
」
と
言

い
な
が
ら
単
身
赴
任
を
繰

り
返
す
職
場
の
仲
間
に
、

「
肩
を
落
と
し
て
い
た
。

気
の
毒
だ
」
と
心
情
を
慮

る
声
も
聞
こ
え
る
。

　

青
年
が
希
望
を
持
っ
て

働
く
た
め
に
も
、
中
高
年

職
員
が
退
職
ま
で
元
気
に

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
の

実
現
が
大
切
で
す
。

エ
ン
タ
ー
押
せ
ば

　

自
書
申
告
？

【
東
海
地
連
】

　

あ
る
日
の
申
告
会
場
…

受
付
で
は
統
括
官
が

《
受
付
》
申
告
は
パ
ソ
コ
ン

で
行
い
ま
す
か
？

《
納
税
者
》
パ
ソ
コ
ン
な
ん

て
触
っ
た
こ
と
も
な
い
け

ど
…
。

《
受
》
大
丈
夫
で
す
よ
。
担

当
者
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
か
ら
。

P
C
コ
ー
ナ
ー
で
は
担
当

者
が

《
担
当
者
》
パ
ソ
コ
ン
は
打

て
ま
す
か
？　

お
持
ち
で

す
か
？

《
納
》
触
っ
た
こ
と
も
な
く

持
っ
て
も
い
ま
せ
ん
。

《
担
》（
や
っ
ぱ
り
…
）
わ

か
り
ま
し
た
。
あ
な
た
の

収
入
は
何
で
す
か
？
（
と

黙
々
と
代
打
ち
）

《
担
》
来
年
は
自
宅
か
ら
パ

ソ
コ
ン
で
申
告
し
て
下
さ

い
ね
。（
と
言
っ
て
も
無

駄
か
？
）

《
納
》
ま
た
来
年
も
来
ま
す

か
ら
よ
ろ
し
く
。

《
担
》
こ
の
番
号
が
必
要
で

す
か
ら
持
っ
て
き
て
下
さ

い
（
来
年
も
来
る
ん
だ
…
）

効
率
化
の
代
償

【
北
陸
地
連
】

　

一
元
化
を
は
じ
め
職
場

全
体
の
事
務
が
「
効
率
化
」

に
向
け
て
走
っ
て
い
る
。

総
務
課
や
行
二
職
員
、
内

部
担
当
な
ど
が
削
減
さ

れ
、
一
人
当
た
り
の
仕
事

量
が
激
増
し
た
。
仕
事
の

チ
ェ
ッ
ク
も
増
え
、
結
果

と
し
て
精
神
・
身
体
に
異

常
を
来
す
職
員
も
増
加
し

た
。
人
の
目
で
カ
バ
ー
し

て
き
た
こ
と
も
手
当
て
す

る
余
裕
が
な
い
。
事
故
は

な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
効
率
化
」
の
代
償
の
大
き

さ
を
考
え
る
べ
き
だ
。

〈
解
答
〉黒
１
の
ハ
ネ
か
ら
３

と
打
つ
の
が
好
手
段
。
白
４

に
黒
５
で
白
死
で
す
。
黒
１

で
２
は
白
イ
以
下
コ
ウ
。
黒

１
で
イ
も
白
５
黒
１
白
２
黒

ロ
白
３
で
コ
ウ
。
白
２
で
イ

な
ら
黒
４
で
白
死
で
す
。

非
正
規
職
員
の
処
遇
格
差
を
告
発

　「業務同じなのになぜ？」
臨
時
・
非
常
勤
等

調
査
の
最
終
報
告

【
仕
事
に
対
す
る
意
欲
】

　
「
仕
事
に
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
る
か
」
の
問
い
に
、

・
は
い　
　
　
　
　
　
　

％
７７

・
い
い
え　
　
　
　
　
　

％
２３

　

ま
た
、「
採
用
時
と
比
較

し
て
働
く
意
欲
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
」
に
、

・
非
常
に
高
く
な
っ
た
２
％

・
高
く
な
っ
た　
　
　
　

％
２０

比
べ
て
、「
定
年
ま
で
勤
め

た
い
」、
あ
る
い
は
「
長
期
間

勤
め
た
い
」
と
い
う
回
答
が

減
少
し
て
お
り
、
３
年
目
職

員
の
４
人
に
１
人
が
早
い
段

階
で
の
転
職
を
考
え
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

人
事
院
は
、「
現
在
の
仕

事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
な
い
、
勤
務
環
境

が
悪
い
と
い
う
理
由
に
よ
る

者
も
多
い
」
と
分
析
。

【
や
り
が
い
感
じ
る
、
感
じ

る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
】

　

そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら

れ
た
の
は
右
記
の
と
お
り
。

【
職
場
に
お
い
て
重
視
す
る

も
の
は
】

・
仕
事
の
内
容　
　
　
　

％
４３

・
職
場
の
人
間
関
係　
　

％
３２

・
能
力
開
発　
　
　
　
　

％
１３

・
給
与
等
待
遇　
　
　

６
％

・
勤
務
時
間　
　
　
　

５
％

　
「
最
も
多
か
っ
た
も
の
は

『
仕
事
の
内
容
』で
あ
る
。
意

義
の
あ
る
仕
事
、
責
任
の
あ

る
仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う

実
感
が
や
り
が
い
に
つ
な

が
っ
て
い
る
」
と
分
析
。

　

さ
ら
に
、「
特
に
若
手
職

員
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
の

が
、
上
司
や
先
輩
職
員
と
の

関
係
で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
よ
る
と
、
８
割
近
く

の
者
が
理
想
の
上
司
像
と
な

る
先
輩
職
員
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
紹
介
し
て

い
ま
す
。

【
人
事
院
の
問
題
意
識
】

　

人
事
院
は
、「
こ
れ
だ
け

公
務
員
が
批
判
さ
れ
て
い
る

時
代
に
、
国
家
公
務
員
に
し

か
で
き
な
い
仕
事
が
あ
る
と

彼
ら
は
国
家
行
政
の
門
を
叩

い
た
。（
略
）今
の
公
務
を
取

り
巻
く
状
況
は
、
業
務
が
増

大
し
、
複
雑
に
な
る
一
方
、

定
員
削
減
で
人
手
が
足
り
な

い
中
、
職
場
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
す

ら
ま
ま
な
ら
な
い
よ
う
な
状

況
に
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、「
若
手

を
育
成
中
心
と
し
た
人
材
育

成
が
不
可
欠
で
あ
り
、
政
府

一
丸
と
な
っ
た
積
極
的
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ

う
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。

・
変
わ
ら
な
い　
　
　
　

％
５１

・
や
や
低
く
な
っ
た　
　

％
２３

・
か
な
り
低
く
な
っ
た
４
％

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

人
事
院
は
「
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
数
字
」「
憂
慮
す
べ
き
事

態
」
と
分
析
。

【
い
つ
ま
で
国
家
公
務
員
と

し
て
働
き
た
い
か
】

　

入
省
３
年
目
職
員
は
、
図

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

　

入
省
直
後
の
職
員
を
対
象

に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

　自治労は４月２日、「臨時・非常勤等職員の実態調査」
報告を発表した。
　それによると、全自治体に働く非正規職員の数は、推
計で約60万人。全職員数に占める割合は約28％で、女性
が8割となっている。多くは週32時間かフルタイムで働
き、時給800円台が中心。月給型の多くは15万円前後で
ある。年収200万円未満が過半を占めているのが実情
だ。また、ヒアリング調査では、正規職員と非正規職員
の業務はまったく同じであるという驚くべき回答が、人
事当局からも当該の正規・非正規職員からも多く聞かれ
たという。
　当局者は、「非常勤と正規職員の違いは勤務時間の長短
のみ」など、率直に業務が同じであることを認めている。
　当該の非正規職員は、「新しい正規職員に仕事の手順を
教えている。仕事に精通しているので、外からの問い合
わせに困ることもない」と語る。にもかかわらず、処遇面
では大きな差別がある。図書館の非常勤職員は「仕事量・
責任ともに正規職員とそう変わらない。同じことをやっ
ているのに交通費や残業代がでないのはおかしい。まる
で身分制度ではないか」と怒りをぶつけている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　正規と同じ業務をこなしながら、
3年や5年という年限での雇い止めがあることにも不満が強い。
　こうした雇い止めに、「住民サービスの質が上がらないだけではな
く、一時的には落ちる」、「一番よく知っている頃に、どうして辞めなけ
ればならないのか、せっかく仕事を覚えたのに」などの声もある。
　町村の職員組合も「どんなに仕事ができても3年で雇い止めするのは
問題だ。最近も雇い止めとなった職員がいて、本人も周りも泣いた。
見直しを求めていかなければならない」と、コメントしている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「仕事上の線引きが
あいまい化し、正規の業務を非正規が担当する事態が進行」、「一部には
『非正規の業務は補助的なもの』という指摘もあったが、現場で聞いて
みると、実態は同じ仕事だと言われることがある」と報告している。
　自治労は、よりよい行政サービスを実現していくうえで、①非正規職
員を自治体行政の重要な戦力として位置づけ直す、②正規と非正規の
業務分担を定める、③非正規職員を組合に組織する、④非正規職員の雇
用を安定させる、⑤よい仕事ができる賃金・労働条件を確保する、⑥
パート労働法の趣旨を自治体にも守らせることが課題だとしている。
　自治労は、この調査結果を踏まえ、8月大会で決定する運動方針に反
映させていく考えである。

　　※自治労＝自治体職員を中心に臨時・非常勤職員なども組織。　　
　　　　　　　　「連合」　に加盟、組織人員は約90万人。

年限雇い止めに不満

課題として正面から取り組む

　■やりがいを感じることができる理由■
・自分の仕事が他の人の役に立っていることを実感
・最前線に立っており、責任感を感じる
・現在の業務について感謝の言葉をいただいた
・現場で様々な人の期待を受けて仕事をしている
・一つ一つの経験が自分の成長になると感じる
・周囲に非常に優秀な人が多く、学ぶことが多い
・日本の未来を作る政策の一端を担っていると実感
　■やりがいを感じることができない理由■
・業務が多すぎて、「良い仕事」をするより、「まわ
　す」ことに精一杯
・自分の仕事の世の中への影響度が想像できない
・創造性に富む仕事の割合が低い
・自分の考え方が反映される程度が低い
・長時間残業でワークライフバランスが崩れ、仕事
　のみである．
・国民から感謝されることは少なく、むしろ批判さ
　れることが多い
・モデルとする先輩が少なく、将来像が描けない

　
「
入
省
間
も
な
い
若
手
公
務
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て
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ろ
う
か

—
『
３
年
目
』
と
い
う
一
つ
の
節
目
を
迎
え
た
人
た
ち
に
そ
の
本
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を
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た
」
と
前
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き
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、
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は
「
３
年
目
フ
ォ
ロ
ー
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プ
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修
ア
ン
ケ
ー
ト
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果
」
を
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。

　

国
税
の
職
場
に
共
通
す
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
内
容
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。　

「
仕
事
に
や
り
が
い
感
じ
な
い
」　
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四
人
に
一
人
が
「
早
期
転
職
」
考
え
る

〜若手公務員の本音を聞く〜

入省３年目職員のいま
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桶
桶
桶
桶
桶
桶
桶
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桶
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桶

自治労

３年目フォローアップ研修アンケート


